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たい。流祖とされる松本備前守の生没年は文正 2 年（1467）―大永 4 年（1524）、陰流の
愛洲移香の生没年は享徳元年（1452）―天文 7 年（1538）とされており22、愛洲移香の方
が若干早く生まれているようである。したがって、愛洲移香の生年とされる享徳元年（1452）
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23 中村民雄「幕末関東剣術流派伝播形態の研究（２）」（『福島大学教育学部論集 社会科学































                                                   




































                                                   
26 加藤純一『柳生新陰流の研究』文理,pp.154-159,2003,参照. 
27 加藤純一『柳生新陰流の研究』文理,pp.257-260 ,2003,参照. 































                                                   














いたこと、六角の太い 3 尺 6 寸ほどの木刀を用い真向から打ち合い、手の内を鍛えるとい
う独自の稽古法の存在を指摘している31。 
⑤数馬広二「幕末関東における不二心流についての研究―その特徴と社会的役割―」（『武





























































































































                                                   


































                                                   



































                                                   
































究―『神道無念流剣術心得書』の分析―」（『武道学研究』第 29 巻第 1 号所収,日本武道学
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真剣と同寸の竹刀を使用しての稽古の方がより実用・実戦的だとして総長 3 尺 2 寸前後の
しないによる試合稽古のみの剣術を行っていたことに言及している。そして男谷が規定し








                                                   
46 山田次朗吉『日本剣道史』一橋剣友会, pp.322－324,1925,参照. 
47 山田次朗吉『日本剣道史』一橋剣友会, pp.324－327,1925,参照. 





び一刀流剣術伝書類にみられる剣術の一変質傾向について―」（『武道学研究』第 13 巻 第
１号所収），日本武道学会,pp.44－53,1980,参照. 
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ものの使用が可能になった82」と述べられており、天保期に至り、柳川藩士大石進が 5 尺 3
寸の長さにするために考案した現在とほぼ同型のものを「竹刀」と表記している83。また、
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盟 pp. 9－15,2003.参照.） 
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表 1－1 先行研究における流祖の記述について 

















・生没年 応仁 2 年(1468)～大永 4 年(1524) 
・槍を合わせること 23 度、高名の首 25 級、並の首を加えて、
74 級に及んで、首供養を二度した。 











・戦場の高名に槍を合わすること 23 度、高名の首 25、並の追い
首 76 を取った。 
・大永 4 年（『鹿島治乱記』では大永 3 年）戦死。 
綿谷 雪 




・前後の戦いに槍を合わすこと 23 度、高名の首 25、並の追首
76 を取った。 







・戦場の高名に槍を合わすること 23 度、首級を 73 あげる。(『甲
陽軍鑑』には首級 25、並の首 76) 





























・鹿島神宮の祝部で、常陸の大掾鹿島氏の四家老の 1 人 
・戦場の高名に槍を合わすること 23 度、功名首 25、追首 76、
二度の首供養に結向首一つ余也) 
・大永四年戦死。享年 57（54 とも） 
 

































としたい。この記述の内容についてまとめたものが、次の表 1－2 である。 
 



















































































































                                                   

















































                                                   














































                                                   
115 下川潮『剣道の発達』（大日本武徳会本部，pp.185-186，1925．）や富永堅吾『剣道五百
年史』（復刻新版，島津書房，p.34，1996．）において述べられている。 
116 綿谷雪・山田忠文編『武芸流派大事典』東京コピイ，p.385 ,1978,参照. 
117 『剪紙口授書』写,鈴鹿家文書，全日本剣道連盟蔵 




















































































                                                   
121『兵法伝記』慶応 3 年，佐藤泰彦氏蔵. 
















































                                                   
123 『切紙聞書之辨書』写，鈴鹿家文書，全日本剣道連盟蔵． 















































                                                   
128 『直心影流伝書集』写，鈴鹿家文書，全日本剣道連盟蔵． 
129 『切紙聞書之辨書』写，鈴鹿家文書，全日本剣道連盟蔵． 

































































































                                                   
133 綿谷雪・山田忠文編『武芸流派大事典』東京コピイ，p.333，1978,参照. 



































                                                   










敬は寛文 4 年（1664）に河内国二万石永井伊賀守尚庸の嫡男として生まれる。貞享 2 年（1685）
















表 1-3 兵法伝記における長沼四郎左衛門国郷の記述 
 記述（返り点、送り仮名、筆者） 



































































































































































































て実際に名乗っている流名を比較し、以下に表 1－4 として示しておきたい。 
 
表 1－4 
 ①直心影流の伝書における伝承 ②実際の名称 
人物名 流名 流名の意味 流名 






奥山休賀斎 神影流 記述なし 奥山流 
小笠原源信斎 真新陰流 記述なし 真之心陰之兵法 




































































































                                                   























































表 1－5 伝系に登場する各人物が述べる流祖について 
流派名 伝書名 年代 著者 流祖とされる人物とその記述 
真心陰流 『真之心陰兵法目録』 寛文 10 年
（1670） 
小笠原源信斎 流祖・先師を述べる記述なし 















直心正統流 『直心正統流免状』 天和 3 年 高橋弾正左衛門重治 神谷伝心斎 
                                                                                                                                                     
ノ二代ト定ル事高橋氏直翁ヨリ定レ之其證左リニ記之」など、光徳が直心正統流の 2 代を名
乗っていたことが随所にみられる（『兵法雑記』東京長沼正兵衛家蔵.）。 

























































表 1－6 各伝書に見られる奥書「鹿島神伝」の有無について 
流派名 伝書名 年代 発行者・著者 「鹿島神伝」の有無 
真心陰流 『真之心陰兵法目録』 寛文 10 年（1670） 小笠原源信斎 × 
真心陰流 『真之心陰兵法免状』 寛文 13 年（1673） 小笠原源信斎 × 
直心流 『軍法非切書并入唐目録』 寛文 3 年（1663） 
天保 5 年(1835)写 
神谷伝心斎直光 × 
直心流 『直心流伝書剪紙許状』 嘉永 4 年（1852） 久須美順三郎 「鹿島神伝」 
（「○代」とは記されていない） 
直心正統流 『直心正統流免状』 天和 3 年（1683） 高橋弾正左衛門重治 × 
直心正統流 『直心正統流免状裏書』 文政 5 年（1822） 長沼四郎左衛門亮郷 「鹿島神伝十代」 
直心正統流 『直心正統流兵法目録』 延宝 7 年（1679） 高橋弾正左衛門重治 × 
直心影流 『兵法雑記』 貞享 3 年(1686) 山田平左衛門光徳 × 
直心影流 『直心影流目録口伝書』 宝暦 14 年(1764) 



















































れる。一つ目の奥書が宝永 5 年（1708）6 月 28 日、山田平左衛門光徳から山田平太（のち
の長沼四郎左衛門国郷）へのもの、二つ目が明和 2 年（1765）1 月 5 日、長沼四郎左衛門
国郷から長沼勇へのもの、三つ目が文政 5 年（1823）5 月、長沼四郎左衛門亮郷から長沼
中へのものとなっている。これらの奥書を表 1-7 として次に挙げておきたい。 
 
表 1-7 『直心正統流免状裏書』の奥書 

































表 1－8 各伝書に見られる神話の記述について 
流派名 伝書名 年代 著者 タケミカヅチの記述 
真心陰流 『真之心陰兵法目録』 寛文 10 年（1670） 小笠原源信斎 × 
真心陰流 『真之心陰兵法免状』 寛文 13 年（1673） 小笠原源信斎 × 
直心流 『軍法非切書并入唐目録』 寛文 3 年（1663） 
天保 5 年(1835)写 
神谷伝心斎直光 × 
直心正統流 『直心正統流免状』 天和 3 年（1683） 高橋弾正左衛門重治 × 
直心正統流 『直心正統流兵法目録』 延宝 7 年（1679） 高橋弾正左衛門重治 × 
直心影流 『兵法雑記』 貞享 3 年(1686) 山田平左衛門光徳 ○ 













































































































































































































とその奥の附随太刀 2 箇、三学の太刀 5 箇、九箇の太刀 9 箇であると述べている168。また
『正伝・新陰流』の柳生厳長の言から、上泉はそれより奥の天狗抄、奥義太刀（添載乱截、
無二剣、活人刀、向上、極意、神妙剣）、八箇必勝については秘伝したと述べている169。つ
まり、これらの形が上泉の頃より存在していたということである。大森氏の考察によると、     
上泉伊勢守の頃から存在していた形は以上の通りである。 
                                                   
167 柳生厳長『正伝・新陰流』講談社,p.5,1957,参照. 
168 大森宣昌『武術伝書の研究 近世武道史へのアプローチ』地人館,p.14,1991,参照. 

































                                                   







し あ い が た
」を考案するという功績を残した（加藤純一『柳
生新陰流の研究』文理,p.264,2003.参照.）。 





















形の由来 形の総称 各名称 
陰流が起源 燕飛 燕飛 猿廻 山陰 月影 浦波 浮舟 獅子奮迅 山霞 
天狗抄 花車 明身 善待 手引 乱剣 二具足 打物 二人懸 
その他の流派か
らの影響 
七太刀 踞地獅子 天関 容髪 籠手 地軸明月之風 燕鴈 
上泉が考案 参学（三学） 一刀両段 斬釘截鉄 半開半合 右旋左転左旋右転  長短一味 
転 下段取勝勢 中段取勝勢 雷刀取勝勢 
 殺人刀、活人剣 



































一 和 卜 
一 八重垣 
















花車 明身 善待 手引 乱剣 










一刀両段 斬釘截鉄 半開半合 
右旋左転左旋右転  長短一味 
転 下段取勝勢 中段取勝勢 雷刀取
勝勢 
                                                   





必勝 逆風 十太刀 花木 睫径 小詰 









































































 表 1－11 先行研究における上泉伊勢守の記述について 

































































































































































































































































































































































































































































上泉伊勢守              
藤原  信綱         
西  一頓              
源  高乗          
山北 三蔵              










                                                   
182 堀正平『大日本剣道史』剣道書刊行会 p.388，1934, 参照. 




































































    

























                                                   
186『軍法非切書幷入唐目録』写,寛文 3 年,熊本県立図書館蔵. 


































                                                   










    八相 一当 重端一身 右天左天 
       頭端無相打190 
 

















                                                   
190 『軍法非切書幷入唐目録』写,寛文 3 年,熊本県立図書館蔵. 













































































































                                                   
202『武道伝書集成・第二集剣術諸流心法論集 上巻』筑波大学武道文化研究会，p.77，1988. 







































                                                   



























                                                   















































































































一 ウケ左右同突ウケ 一シノギズリ 
一 鍔責 ○ツケ ○表裏 ○ハリヲトシ 
    ○ハヅシ ○ヒラク ○浮シヅミ ○飛ハ子 
    ○無二無三 ○無メンモリ ○カルワザ  
    ○一眼二サソク ○一心二力 ○手足眼心 
    ○運次第 ○調子拍子 ○気然 ○位ヲトル 
    ○戯ヲウツ ○相気ヲハツス ○寒夜ニ霜ヲキク 
    ○懸待遊 ○上段中段下段 ○左リニカマエ 
    右品々ヲ一首ニ 
                                                   





    ○切組兵法 ○搆勝兵法 ○所作兵法 ○理兵法 
○事理ノ二ツ業ヲカラシテ後理ヲ説ト云 
○信陰流表ハ序キリト云 ○テングシヨ ○圓バシト云テ水月ノ位ト云 
   シン妙剣極意 始終手裏剣ト云 
  ○一刀流 星 刀 発車刀 表ゴテン切ヲトシ 
   △極意 獅子本テキ 
  ○卜伝流 表ニホツソ振セメ 極意一太刀 
   累年耳目ニフルゝ事今記此而已 
   直心正統一流ハ事理一体也口傳 
    吾ガ流ハ請ツケ表裏飛ハ子ズ 
     切ニモアラズキラヌニモナリ 是亦口傳 



























































                                                   




219 『直心影流兵法窮理之巻』文政 3 年，小田原市立図書館蔵. 


































































 この記述から、光徳は 70 歳という高齢になっても未だ直心正統流の二代を名乗っている
ことがわかる。 













































































































                                                   
223 『直心正統流兵法目録』（『吟味之趣意』所収,）写,鈴鹿家文書,全日本剣道連盟蔵. 
224 光徳が書いた奥書の前に、延宝 7 年（1679）に高橋弾正左衛門重治が山田平左衛門光徳
に与えたというもう一つの奥書がみられる。 

















  右口伝 
アウン（梵字）  功妙剣   口伝 
         心妙剣   口伝                    
権体勇 不行不帰不止        口伝  
西江水                   口伝 
惣体之〆           口伝 










惣体之〆           口伝 
不立之勝          同   













  右口伝 
アウン（梵字）  功妙剣   口伝   
         心妙剣   口伝  
気当             口伝    
権体勇 不行不帰不止        口伝 
西江水                        口伝 
惣体之〆           口伝 
口上極意之事         口伝 
不立之勝           口伝 
十悪 非トモ          口伝 
カマン  カシン  トンヨク  イカリ   




















  常の心に持は鍛錬 
右五首 口伝 

























                                                   
227 「鞱の形」と表記する場合もあるが、本論では十之形と表記する。 
228 中村民雄「幕末関東剣術流派伝播形態の研究（2）」（『福島大学教育学部論集 社会科学



















































































































































































230 岩佐勝は図 1－2 にみられる山田次朗吉の系統の流れを汲む人物である。 
231 岩佐勝『鹿島神伝直心影流』武道振興会,p.18,2005,参照. 
232 中村民雄氏は先行研究において、「四郎左衛門系」「正兵衛系」と称している（中村民雄
「幕末関東剣術流派伝播形態の研究(2)」『福島大学教育学部論集 社会科学部門』第 66 号所
収,福島大学教育学部,pp.65-68,1999,参照.）。 
233 中村民雄「幕末関東剣術流派伝播形態の研究(2)（『福島大学教育学部論集 社会科学部門』
第 66 号所収）福島大学教育学部,p.65,1999, 参照. 

































                                                   
235 中村氏によれば、和郷は大正 14 年に剣道範士号を贈られたという（中村民雄「幕末関





第 66 号所収,福島大学教育学部,p.65,1999,参照. 
238 富永堅吾『剣道五百年史』（復刻新版）島津書房,p.326,1996. 参照. 
239 中村民雄「幕末関東剣術流派伝播形態の研究(2)」『福島大学教育学部論集 社会科学部門』
第 66 号所収,福島大学教育学部,pp.65- 66,1999, 参照. 
240 『沼田市史 資料編 2 近世』沼田市,p.967,1997, 参照. 
241 中村民雄「幕末関東剣術流派伝播形態の研究(2)」『福島大学教育学部論集 社会科学部門』































244 米子は池田藩の城下町であったという（新村出『広辞苑 第六版』岩波書店,p.2908,2008, 
参照.）。 
245 この長竹刀は天保年間、江戸で流行した。流行の契機となったのは、柳河藩士・大石進






























                                                                                                                                                     
天保年間のおよそ 20 年後に講武所が創設され、ここで 3 尺 8 寸以上のしないの使用が禁止
されたが、講武所以外では変わらず長竹刀が用いられたようである（堀正平『大日本剣道
史』剣道書刊行会,pp.149‐152,1934,参照.）。 





り受けた人物である（『三百藩藩主人名事典 第四巻』新人物往来社,pp.31,32,1986. 参照.）。 
247 堀正平『大日本剣道史』剣道書刊行会,p.658,1925,参照. 
248 『村上郷土史』歴史図書社,pp.166‐167,1974,参照. 
249 『新発田藩月番日記』弘化 2 年,新発田市立図書館蔵. 
250 『新発田藩月番日記』安政 4 年,新発田市立図書館蔵. 





















学校で剣術教師を務めた。明治 28 年（1895）に精錬証、明治 38 年（1905）教士、明治 39
年（1906）に範士の称号を授与された257。 
＜得能関四郎＞ 
 得能関四郎は天保 13 年（1842）、土岐美濃守家臣の得能隼人の長男として江戸見坂の沼
田藩邸内で生まれた。安政 3 年（1856）、15 歳の時、沼田藩剣術師範・長沼正兵衛恂郷の
道場に入門する。文久 2 年（1862）に 21 歳で免許皆伝、恂郷の子である称郷とともに同門
の二秀才と称されたという。廃藩後も東京で市中取締役などを務め、明治 13 年（1880）警
                                                   
252 新発田市史編纂委員会『新発田藩史料(1)藩主篇』新発田市史刊行事務局,p.355,1965. 
253 『新発田藩月番日記』慶応 2 年,新発田市立図書館蔵. 
254 佐藤泰彦・酒井一也「新発田藩における直心影流について」（『新発田郷土誌』第 37 号
所収）新発田郷土研究会,pp.1－12,2009,参照. 
255 この池田信濃守は、右源次の生年から考えて、鴨方藩池田家 8 代当主の池田政善（1810
－1847）であると考えられる（『三百藩藩主人名事典 第四巻』新人物往来社,p.109,1986,
参照.）。 
256 堀正平『大日本剣道史』剣道書刊行会,p.640,1925, 参照. 
257 中村民雄『剣道事典―技術と文化の歴史―』島津書房,p.335,1994, 参照. 
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精錬証、明治 36 年（1903）教士、即日範士の称号を授与されたという259。 
＜辻真平＞ 
 嘉永 2 年（1849）、佐賀に生まれる。安政元年（1854）からより実父である肥前小城藩
心形刀流師範永田右源次に心形刀流を習っている260。明治 2 年（1869）に藩主鍋島公の命
により、直心影流長沼正兵衛称郷へ入門する。翌明治 3 年（1870）の 12 月 15 日に直心影
流の切紙目録免状総
ママ
伝を受けた261。明治 7 年（1874）以来、同 31 年（1898）まで佐賀県
下の警察署剣術教師を務め、明治 32 年（1899）に佐賀県立第一中学校ならびに大日本武徳
会佐賀県支部の剣術教師となる。大正元年（1912）の大日本帝国剣道形の制定に際しては、
5 名の主査のうちの一人に選ばれる。明治 34 年（1901）精錬証、明治 38 年（1905）教士、







 藤川弥司郎右衛門近義は享保 11 年（1726）、江戸に生まれる。父は藤川近知といい、上
州沼田藩主、土岐山城守に仕えた者である。幼少の頃より国郷に入門したが、師から替流
を勧められるほど不器用であったという。しかし、根気よく修行を続け、国郷隠居後は、
正兵衛綱郷について修行をし、免許を得た。そして、宝暦 6 年（1756）、31 歳の時に下谷
長者町に道場を開いたという263。 
寛政 10 年（1798）に近義が亡くなると，養子の近徳264が家督を継いだが、3 ヵ月後に近




261 堀正平『大日本剣道史』剣道書刊行会,pp.740‐741,1925, 参照. 

































                                                                                                                                                     
意伝開』島津書房,p.101,2001,参照.）。 
265 中村民雄「幕末関東剣術流派伝播形態の研究(2)」『福島大学教育学部論集 社会科学部門』
第 66 号所収,福島大学教育学部,pp.69‐70,1999,参照. 
266 石垣安造『直心影流極意伝開』島津書房,p. 101 ,2001, 参照. 
267 『斑龍軒覚書』（『武道伝書聚英第十二集』所収），宇都宮大学教育学部,p.114,1990． 
268 石垣安造『直心影流極意伝開』島津書房,p. 102 ,2001,参照. 



































                                                   
270 富永堅吾『剣道五百年史』（復刻新版）島津書房,pp. 328－329,1996,参照. 
271 『直心影流伝書集』写,鈴鹿家文書，全日本剣道連盟蔵. 

















務めた。明治 24 年（1891）からは、大阪府撃剣教師になり、死ぬまで務めたという276。 
（２）藤川整斎 















276 『大日本剣道史』剣道書刊行会,pp. 612‐614,1925, 参照. 
277 中村民雄「幕末関東剣術流派伝播形態の研究(2)」『福島大学教育学部論集 社会科学部門』





























                                                   
279 斎藤明信『直心影流剣術極意教授図解』井口魁真書楼,p.21,1901. 
280 斎藤明信『直心影流剣術極意教授図解』井口魁真書楼,p.30,1901. 
































































安政 3 年（1856）4 月に定められた「稽古規則覚書」…3 尺 8 寸以内 
安政 7 年（1860）正月の「稽古規則」…4 尺から 3 尺 8 寸に限る 
文久元年（1861）11 月の「講武所規則」…3 尺 8 寸に限る290 
 安政 3 年の「稽古規則覚書」は、これまで長短さまざまであったしないの長さについて、
                                                   





289 富永堅吾『剣道五百年史』（復刻新版）島津書房,p.294,1996, 参照. 
290 全日本剣道連盟編『剣道の歴史』全日本剣道連盟,p. 294,2003, 参照. 
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3 尺 8 寸以上の長さを禁じたものであり、これが定寸のようになり、後世に及んだという291。
この 3 尺 8 寸という長さについては、長短を折衷したという説や292、当時の小手は握りが





















島に自身の道場を開いたという。嘉永 5 年（1852）、39 歳にて亡くなった299。有名な門弟
としては、明治維新で活躍した勝海舟がいる。 
                                                   
291 富永堅吾『剣道五百年史』（復刻新版）島津書房,p.295 ,1996,参照. 
292 山田次朗吉『日本剣道史』一橋剣友会,p.327,1925,参照． 
293中村民雄『剣道事典―技術と文化の歴史―』島津書房,p.101,1994, 参照. 
294全日本剣道連盟編『剣道の歴史』全日本剣道連盟,p. 158,2003, 参照. 
295 中村民雄『剣道事典―技術と文化の歴史―』島津書房,p.155,1994, 参照. 
296 島田梅仙『剣豪 島田虎之助直親』硯山会,pp.12－19,1972, 参照. 
297 富永堅吾『剣道五百年史』（復刻新版）島津書房,p.334,1996, 参照. 
298 富永堅吾『剣道五百年史』（復刻新版）島津書房,p.334,1996．  













るために規則を定めた。試合は 3 間に 4 間の板の間を試合場とし、竹刀の長さは幕末の講
武所に倣い、3 尺 8 寸に定めたという301。明治 6 年（1873）3 月末に政府から許可が下り、
「官許撃剣会」と名付けて、4 月 26 日より 10 日間、浅草で催した。興行は大成功したが、







 榊原鍵吉は明治 27 年（1894）65 歳で亡くなった。高名な門弟としては、野見鍉次郎、
山田次朗吉などがいる。 
（３）野見鍉次郎 
 野見鍉次郎は榊原鍵吉の高弟であり、文政 10 年（1827）徳川御手組執当与力石垣五郎次
郎安貞の次男として、駒込片町徳川先手頭内藤近江守の組屋敷に生まれた。嘉永 3 年（1850）
24 歳の時、講武所で学ぶと共に、榊原鍵吉を師と仰ぎ、剣術修行に励むようになる。 
 明治初期においては、師の榊原と共に撃剣興行を行った。特に明治 11 年（1878）、東京
府の再認可による再開以降は、師の榊原が隠居を希望したため、鍉次郎を中心に行われた。 
                                                   
300 中村民雄『剣道事典―技術と文化の歴史―』島津書房,p.349,1994,参照. 
301 全日本剣道連盟編『剣道の歴史』全日本剣道連盟,pp.297-298,2003, 参照. 
302 石垣安造『直心影流極意伝開』島津書房,p.141,2001,参照. 
303 中村民雄『剣道事典―技術と文化の歴史―』島津書房,p.350,1994,参照. 
304 富永堅吾『剣道五百年史』（復刻新版）島津書房,p.336,1996, 参照. 
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 鍉次郎の剣術復興と大衆化への念願は榊原鍵吉亡き後も続けられ、明治 38 年（1905）に













































































































































































































































































































表 2－1 伝系にみられる諸流派の類似する形の比較 



































































































































































 この記述から木刀の全長が 3 尺であり、そのうちの 7 寸が柄、刀身が 2 尺 3 寸とされて
いることがわかる。刀身が 2尺 3寸とされる理由としては、2尺 3寸という長さがどれほど
腕が小さくても自由に上手く取り扱うことができる長さであるためだという。一方で、藤
川派の斎藤明信『直心影流剣術極意教授図解』においては、木刀の全長が「三尺三寸五才320」
                                                   
319 『直心影流秘書一』鈴鹿家文書,全日本剣道連盟蔵. 
320 斎藤明信『直心影流剣術極意教授図解』井口魁真書楼，p.51，1901.  
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とされている。この記述は 3尺 3寸 5分の間違いであろう321。柄は「九寸五分322」となって
いる。したがって刀身は 2 尺 4 寸である。藤川派の形を継承した山田次朗吉の『鹿島神伝
直心影流』では先に図示したとおり、3尺 3寸、柄 9寸と記されており（刀身は 2尺 4寸）、
男谷派の石垣安造は、全長を 3尺 2寸とし、柄を 9寸としている323（刀身は 2尺 3寸）。ま
た石垣氏は、この木刀の長さについて榊原門下の免許者の間で、明治初期から論争されて
いたことを指摘している。この理由としては榊原自身が用いていた木刀が 3 尺 2 寸から 3
尺 3寸のものまであったためであるという324。 
 伝系によって、木刀の長さは 3 尺から 3 尺 3 寸 5 分とある程度の違いがあり、藤川派・
男谷派の木刀が若干長いようであるが、刀身と柄の比率はほぼ同じであるとみてとれる。 
 また、もう一つ特筆しておきたいことは、木刀の太さである。前掲の図 2－1を見ても分














の 1 本目「八相発破」の記述を挙げておきたい。 
 
 




































                                                   
325 山田次朗吉『鹿島神伝直心影流』一橋剣友会,p.44,1927. 
326 岩佐勝『鹿島神伝直心影流』武道振興会，p.54,2005. 
327 山田次朗吉『鹿島神伝直心影流』一橋剣友会,ｐ. 33‐35,1927. 
328 山田次朗吉『鹿島神伝直心影流』一橋剣友会,p.35,1927. 
329 山田次朗吉『鹿島神伝直心影流』一橋剣友会,ｐ.55,1927. 































                                                   






























































































































































































                                                   







359 山井湧「陽明学の要点」『中江藤樹 日本思想体系 29』岩波書店,p.335,1974,参照. 



























                                                   
362 源了圓『徳川思想小史』中央公論社,p.54,1993,参照. 
363 石田一良「前期幕藩体制のイデオロギーと朱子学派の思想」『藤原惺窩 林羅山 日本思
想大系 23』岩波書店,p.428,1975,参照. 
364 友枝龍太郎「熊沢蕃山と中国思想」『熊沢蕃山 日本思想体系 30』所収,岩波書店,p.551‐
552,1971,参照. 




















        
図 2－2 「天道」の図           図 2－3 「人道」の図 
 
          
図 2－4 「心法」の図          図 2－5 「凡心」の図 























 次に上半円・下半円について考察していきたい。法定 4 本の形は「上半円」と「下半円」
という動作が必ず行われる。この動作は直心影流の形の中でも法定のみにみられるもので
ある。まず、上半円からみていく。 
 上半円は 4 本の形それぞれのはじめに打太刀・仕太刀同時に行われる。山田次朗吉『鹿
島神伝直心影流』によると、まず「打太刀ハ直立相精眼ニテ仕太刀ト気合相通ズルヤ剣先
ヲ静カニ左方ヘ向ケ水平剣トナス380」と、打太刀は仕太刀と気合が通じたら、剣先を左に
                                                   
373 例えば「心法」の図における「真」は「臭」の誤字である。 


























図 2－6 法定の形における上半円 
 


































































































































                                                   
393 『兵法雑記』東京長沼正兵衛家蔵. 






















































































































































































































































記述以前に、太刀筋を表した図がある。これが次の図 2‐5 である。 
 

































表 2‐2 法定の動作における太刀筋の記述 





















































































































































 図 2‐10 身体に関する図 


















































































                                                   
416 『兵法雑記』東京長沼正兵衛家蔵. 
417 『軍法非切書幷入唐目録』写,寛文 3 年,熊本県立図書館蔵. 



















十悪十非 ガマン ガシン トンヨク イカリ ウタガヒ マヨイ ヲソレ アヤブ














                                                   
419 『軍法非切書幷入唐目録』写,寛文 3 年,熊本県立図書館蔵. 
420 『軍法非切書幷入唐目録』写,寛文 3 年,熊本県立図書館蔵. 
421 『軍法非切書幷入唐目録』写,寛文 3 年,熊本県立図書館蔵. 
422 『軍法非切書幷入唐目録』写,寛文 3 年,熊本県立図書館蔵. 













































































































































































































































































































                                                   
431 この年号は、高橋弾正左衛門重治が山田平左衛門光徳に与えたときのものである。この
後、元禄 7 年（1994）に光徳から山田甚之助に与えたことを示す奥書がみられる。 
























































よれば、しないの全長は 3 尺 3 寸で、柄の長さが 9 寸である。したがって、刀身にあたる
部分は 2 尺 4 寸である。また、しないの先から被せた革の袋は 1 尺 6 寸の長さであるとい




図 3－1 『鹿島神伝直心影流』にみられる袋しない（右） 
 
また、斎藤明信『直心影流剣道極意教授図解』にも袋しないについて記されており、全
長が 3 尺 3 寸 5 分、柄 9 寸 5 分と記されている442。したがって刀身は 2 尺 4 寸である。こ
れについても以下に図示しておきたい。 














ブル所ノ剣長ニ準ジ概ネ三尺四寸ヲ以テ定規トス443」と、国郷が 3 尺 4 寸を定尺としたと
されている。一方、男谷派の石垣安造はしないの長さは 3 尺 3 寸であると言及している444。 
 十之形に用いるしないについては、長さについて諸説あるようだが、おおよそ 3 尺 3 寸


















（１）十之形 14 本の構成 
 前述の通り、十之形は 14 本から成る。ここではまず 1 本目から技法名を見て、その構成
を俯瞰していくこととする。以下の表 3－1 が十之形の構成を表にしたものである。 
 
表 3－1 十之形の構成 
形名 龍尾 面影 鉄破進退 松風 早船 曲尺 圓連刀連体連 
 左 右 左 右   左 右 左 右   
本目 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 
 
 上の表から、十之形の 14 本は三つの種類に分類することができる。 
 まず、「龍尾」「面影」「松風」「早船」はそれぞれ「左」「右」二つの形が存在しており、
それらが対になっているようである。つまり 1 本目「龍尾左」と 2 本目「龍尾右」が対応し
ていると考えられ、これら二つの形をもって「龍尾」の形が成立しているということであ
る。同様に 3 本目と 4 本目、9 本目と 10 本目、11 本目と 12 本目がそれぞれ対応している
と捉えられる。 
次に「鉄破進退」は、5 本目、6 本目、7 本目、8 本目の 4 本によって構成されている。さ
らにこの 4 本の形については、「左」「右」などの語によって区別されておらず、すべて「鉄
破進退」と呼称するようである。 




















表 3－2 「龍尾左」と「龍尾右」の比較  
通し
番号 
龍尾 左（1 本目） 龍尾 右（2 本目） 
打太刀 仕太刀 打太刀 仕太刀 
1 左斜の構え 左斜の構え 右斜の構え 右斜の構え 




















































に全く同様であるが、通し番号 1 から 6 までの動作に注目すると、構えや踏み込む足、打
つ部位などが左右反対になっている。したがって、1 から 6 までの動作は左右対称になって
いるといえる。 
 次に 3 本目「面影左」と 4 本目「面影右」を比較してみたい。次の表 3－3 が「面影左」と
「面影右」の動作を列記したものである。なお、表記方法は「龍尾」と同様である。 
  
表 3－3 「面影左」と「面影右」の比較  
通し番
号 
面影 左（3 本目） 面影 右（4 本目） 
打太刀 仕太刀 打太刀 仕太刀 
1 左斜の構え 左斜の構え 右斜の構え 右斜の構え 

















打太刀の剣を打ち落とす 精眼 精眼 







10 精眼 精眼   
 












 次に 9 本目「松風左」・10 本目「松風右」の動作を比較する。 
 
表 3－4 「松風左」と「松風右」の比較  
通し
番号 
松風 左（9 本目） 松風 右（10 本目） 
打太刀 仕太刀 打太刀 仕太刀 
1 右向単身の円快の構え 直立上段 右向単身の円快の構え 直立上段 




















































 最後に 11 本目「早船左」・12 本目の「早船右」を比較したい。 
 
表 3－5「早船左」と「早船右」の比較  
通し
番号 
早船 左（11 本目） 早船 右（12 本目） 
打太刀 仕太刀 打太刀 仕太刀 























































 次に、4 本の形（5 本目から 8 本目まで）によって構成されている「鉄破進退」について 4
本の形を比較してみたい。次の表 3－6 が「鉄破進退」4 本の形を比較したものである。 
 





























































































































































 表から明らかなように、この 4 本の形は動作としての共通点は非常に少ない。6 本目と 8






ナリ446」（読点筆者）と記されており、この形が 4 本あるものの、相手が進んで来る 2 本と
相手が退き、待っている 2 本に大別できるという。 
 この点を踏まえて「鉄破進退」の 4 本をみていくと、5・7 本目は相手が突いてくるところ
に対応をする点が共通している。これに対し、6・8 本目は仕太刀から打つ技である。6・8

















    













































  打太刀ハ右足ヲ踏出スト共ニ仕太刀ノ左甲手ヲ切ル 




























































































十之形は 14 本の形によって構成されているが、本来は 12 本であり、十干・十二支に由来
することから「十之形」と称されるようになったという。また、明治以降においては「韜」
の字を用いて表記されることが多いようである。この形の修練で用いるしないは、刀身に




 まず十之形の大きな特徴の一つとして、その 14 本の構成が挙げられる。十之形は「左」
「右」2 本で対になっている形（「龍尾」「面影」「松風」「早船」）、4 本の形をもって構成さ
れる形（「鉄破進退」）、1 本の形によって単独で構成される形（「曲尺」「圓連刀連体連」）の 3 種
類に分類できる。「左」「右」2 本で対になっている形については、打つ部位、足遣い、構え
などが左右対称となっている箇所が多いという点が特徴的である。4 本の形をもって構成さ


















































































































































































斎藤弥九郎善道は寛政 10 年（1798）越中国の生まれで文化 9 年（1812）に江戸に上り、















                                                   
468 綿谷雪・山田忠文『武芸流派大辞典』東京コピイ,p.427,1978,参照. 
469 富永堅吾『剣道五百年史』（復刻新版）島津書房,p.342,1996,参照. 
470 綿谷雪・山田忠文『武芸流派大辞典』東京コピイ,p.428,1978, 参照. 
471 中村民雄『剣道事典―技術と文化の歴史―』島津書房,p.145,1994,参照. 
472 長尾進「試合剣術の発展過程に関する研究―『神道無念流剣術心得書』の分析―」（『武



























                                                   
473 『神道無念流剣術心得書』国立国会図書館蔵. 
474 （長尾進「試合剣術の発展過程に関する研究―『神道無念流剣術心得書』の分析―」（『武


















































天保 6 年（1835）から水戸藩に出張教授し、16 人扶持を給せられ、天保 12 年（1841）水
戸藩校弘道館師範に任じられ、馬廻役 100 石に昇進した。弘化 2 年（1846）には、斎藤弥
九郎篤信、桃井春蔵直正とともに与力格 200 俵で幕士にとりたてられた。そして、安政 2


















































































































 安永 2 年の 3 月頃、大禾伴山は愛宕山に次のような額を掲げたという。 
  

























                                                   




















２．長沼正兵衛一門 対 大禾・桃井親子の試合 























































































































 5 回行われた立合いのうち、4 回喜亦が勝利している。結果、伝次と喜亦二人で、伝次と
合せて 7 本春蔵から勝ちを得たということである。 
 喜亦が打った技についてみてみると、このときもすべて仕掛け技によって勝利している。
打った部位については正面と小手が確認できる。 
 このとき行われた、菊池伝次対桃井春蔵、大野喜亦対桃井春蔵の試合は春蔵に 1 本も勝
ちを与えることなく、直心影流の両者が勝ったようである。 
（２）素面・素小手での試合 














表 3－10 大野喜亦 対 桃井春蔵の試合 






















































＜庄田伴左衛門 対 桃井春蔵の試合＞ 
 次に庄田伴左衛門と桃井春蔵の試合についてみていくこととする。この試合の記述・解
釈をまとめたものが次の表 3－11 である。 
 
表 3－11 庄田伴左衛門 対 桃井春蔵の試合 


































＜庄田伴左衛門 対 大禾伴山の試合＞ 
最後に庄田伴左衛門と大禾伴山との試合をみておきたい。この試合の記述・解釈をまと








表 3－12 庄田伴左衛門 対 大禾伴山の試合 






































































































                                                   
491 『三州遺芳 巻四』（渡辺一郎編『武道伝書聚英 第十二集』所収）宇都宮大学教育学
部,p.60,1990. 
































































































































                                                   





































































平八郎は文政 12 年（1829）22 歳の時、筑前秋月藩を初めとして豊前・豊後・西国・中
国・畿内・近江・伊勢等 20 か国を廻国修行し、998 人と試合を行い、藩に帰ったという。
さらに天保 9 年（1838）31 歳の時には、門弟の中山倉次郎と立石市蔵を伴い、江戸に出て
窪田助太郎・男谷精一郎その他数十人と試合を重ね、九州にこの人ありと知られた。本節
で取り扱う記述は、この天保 9 年の廻国修行における他流試合の記述である。彼の門弟と
                                                   






２．男谷精一郎一門 対 加藤田平八郎一門 の試合 
 それでは、『加藤田平八郎東遊日記抄』の記述より、男谷精一郎一門と加藤田平八郎一門
の試合の記述をみていくこととしたい。 












 男谷精一郎との試合は 120～130 人程の見物人がいる中で行われたようである。 









田は 4 本目まで無傷で勝ったと述べており、その後 5 本目以降は勝負が着かなかったとい
う。本数としては、おおよそ 10 本程試合を行ったという。 


















（２）島田虎之助 対 加藤田平八郎一門 
 次に島田虎之助と加藤田平八郎一門の試合についてみていくこととする。 






































































びだと言い、しないを 2 本差し出した。虎之助は 2 本のしないで素振りをして、そのうち
の 1 本を借りて立合ったが、大して変わらず、極めて不出来であったという。 
（３）男谷精一郎一門 対 加藤田平八郎一門 




















































































































男谷精一郎一門 対 加藤田新陰流 
藤川近義 対 鈴木弥藤次 





































































































                                                   



















































安政 4 年（1858）の『新発田藩月番日記』12 月 26 日付の記述に、次のような文がみら
れる。 
 



































































































































516 『新発田藩月番日記』安政 4 年（1858）,新発田市立図書館蔵. 
517 綿谷雪,山田忠文『武芸流派大辞典』東京コピイ,p.480,1978,参照. 
518 『長沼国郷先生小傳』（『武道伝書聚英 第十二集』所収）宇都宮大学教育学部,p.46,1990. 
519 このことは佐藤泰彦・酒井一也も指摘している（佐藤泰彦・酒井一也「新発田藩におけ













































































































表 4－1 『直心影流秘書一』『直心影流秘書三』にみる小太刀の形の構成 
本目 『直心影流秘書一』 『直心影流秘書三』 
１ 風勢 風勢 
２ 水勢 水勢 
３ （形名なし） 切先返シ 
４ 茶巾服紗（鍔ドリ） 茶巾服紗（鍔ドリ） 
５ 突非押非 突非押非 
６ 円快 
７ 円快  
 





































には、4 本の「古流」とは別に「大古流」という 4 本の形がみられ、さらに「右八本ノ形ヲ
古流ト言、始之四本ヲ大古流ト言ナリ、大古流ヨリ古流ヲ生シ、古流ヨリ木刀之形ヲ生ス531」




















表 4－2 『直心影流秘書一』『直心影流秘書三』にみられる古流の記述（下線部筆者） 
 『直心影流秘書一』 『直心影流秘書三』 























































































































































































































































   
 
















 長沼派における古流の形は「古流」と「大古流」の 2 種類に分類されている。この 2 種
の形の関係は『直心影流秘書三』から、大古流を基として古流が考案されたということで
ある。さらに『直心影流秘書一』において、古流の形 4 本に 1 本の形が付加されている。














トナリ537」（読点筆者）とあるように本来 90 本以上あったようであるが、国郷が 54 本で十








                                                   
533 『鞘之内秘伝書』写, 鈴鹿家文書,全日本剣道連盟蔵. 
534 『鞘之内秘伝書』写, 鈴鹿家文書,全日本剣道連盟蔵. 
535 『鞘之内秘伝書』写, 鈴鹿家文書,全日本剣道連盟蔵. 
536 『鞘之内秘伝書』写, 鈴鹿家文書,全日本剣道連盟蔵. 
537 『鞘之内秘伝書』写, 鈴鹿家文書,全日本剣道連盟蔵. 
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538 『鞘之内秘伝書』写, 鈴鹿家文書,全日本剣道連盟蔵. 
539 『鞘之内秘伝書』写, 鈴鹿家文書,全日本剣道連盟蔵. 
540 『鞘之内秘伝書』写, 鈴鹿家文書,全日本剣道連盟蔵. 
541 『鞘之内秘伝書』写, 鈴鹿家文書,全日本剣道連盟蔵. 
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これらは各 5 本で成り立っており、1 本 1 本に動作に若干の違いがあったようである。こ
こでは、具体例として「毛抜合」の 5 本について検討しておきたい。 
 























という抜刀後の斬る動作自体は全て同様である。1 本目から 5 本目で異なっているのは、座
り方および立ち方である。1 本目は正座で座り、そこから腰を立てて、立て膝の状態になり、











本）「陰鞘手」（5 本）「立合五段向」（5 本）「柄扱」（5 本）である。前後左右については、
「前後左右トハ前ヘ後ロ、左リ、右ニ敵アルヲ切断スルヲ以テ云ナラン543」とあるように、
一本目は前、二本目は後、三本目は左、四本目は右に、敵がいることを想定して行うとい









 まず、この円橋の形は 5 本で構成されており、打太刀が太刀、仕太刀が小太刀を用いる。









                                                   
542 『鞘之内秘伝書』写, 鈴鹿家文書,全日本剣道連盟蔵. 
543 『鞘之内秘伝書』写, 鈴鹿家文書,全日本剣道連盟蔵. 
544 『鞘之内秘伝書』写, 鈴鹿家文書,全日本剣道連盟蔵. 






























                                                   




548 『直心影流秘書一』写, 鈴鹿家文書,全日本剣道連盟蔵. 
































                                                   
550 田代正容『直心影流究理之巻注解秘書』天保 9 年（1838）,中京大学附属豊田図書館蔵. 
551 『直心影流秘書二』写, 鈴鹿家文書,全日本剣道連盟蔵. 

































































                                                   
553 全日本剣道連盟編『剣道の歴史』全日本剣道連盟,pp.9,2003,参照. 
554 富永堅吾『剣道五百年史』（復刻新版）島津書房,pp.290－291,1996,参照. 


























は 6 本と本数に違いがみられたが、「突非押非」という形が本来 2 本であったと考えられ、







                                                   


















































芸に関わる記事が多い。安政 4 年成立（『続日本随筆大成 8』吉川弘文館,pp.8－9, 1980,参
照）。 
559 富永堅吾『剣道五百年史』,復刻新版,島津書房,p.327,1996,参照. 























                                                   





































表 4－5 長沼派と藤川派の小太刀の形の構成 
 長沼派 藤川派 
１ 風勢 風勢 
２ 水勢 水勢 
３ 切先返シ 切先返シ 
４ 茶巾服紗（鍔ドリ） 鍔取 
５ 突非押非 突非押非 
６ 円快 
７ 円快  
 
 この表から明らかなように、長沼派においては「突非押非」が 5・6 本目にあたり、全 7
                                                   
566 山田次朗吉『鹿島神伝直心影流』一橋剣友会,p.2,1927.  
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は、2 本の形としてではなく、1 本として捉えられていると考えられる。 


























表 4－6 長沼派における刃引の形と藤川派における刃引の形の動作 
 長沼派 刃引（古流） 藤川派 刃引 
 打太刀 仕太刀 打太刀 仕太刀 




























































































































間へ打ちこむ⑩ 右足を踏み込み左足を切る 左足を引き、左足への攻撃を止める⑪ 
 下にて刃を左の方に向け
て応じる⑪ 剣先を回し左足を踏み込、右足を切る 右足を引き、右足への攻撃を止める⑫ 
 右足を引き、刃を右に向
けて手元近くで応じる⑫ 右足を左足に引き揃え下段 左足を右足に引き揃え下段 
 左にまわして上段に冠り
眉間に打ち込む 上段から左足を出す 上段から左足を出す 
右足を上げて正面を切り、精眼 右足を上げて正面を切り、精眼 

























表 4－7 長沼派・藤川派の丸（円）橋の構成 
 円橋（長沼派） 丸橋（藤川派） 
１ 八相 八相 
２ 円快 堤 
３ 堤 水車 
４ 水車 円快 
５ 真円橋 円橋 
 
 まず、これら 5 本の形の総合名称が、長沼派では「円橋」と、藤川派では「丸橋」と異
なる字によって表記されている。 


























































































                                                   
569 山田次朗吉『鹿島神伝直心影流』一橋剣友会,p.537,1927. 
570 山田次朗吉『鹿島神伝直心影流』一橋剣友会, p.537,1927. 




















































































                                                   






































































                                                   
574 藤川整斎『霊剣略解』安政 4 年（1857）,東京国立博物館蔵. 
575 斉藤明信『直心影流剣術極意教授図解』井口魁真書楼,p.47,1901. 



















































































































































































































































武所においてしないの長さを 3 尺 8 寸に定めるまでに、いくつかの前段階があったことを






















































































                                                   
607 『男谷先生行状録』熊本県立図書館蔵. 


































































































































































（安永 2 年） 
上段の構え 

























































































（１）法定の原型とみられる 4 本の形は直心流の頃に成立していた。 
（２）法定は直心正統流のときには成立していたと考えられる。さらに、直心正統流の頃






















































































































































































































































































































陰流 新陰流 直心流 直心正統流 直心影流 
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